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物  質  名 1,2,3-トリクロロプロパン ＤＢ－25 
別  名 － 構 造 式 

 
 
 
 

CAS番号 96-18-4 
PRTR番号 － 
化審法番号 2-83 
分子式 C3H5Cl3 分子量 147.43 
沸点 156℃ 1) 融点 －14.7℃ 2) 
蒸気圧 3.69 mmHg（25℃、実測値）3) 換算係数 1 ppm = 6.03 mg/m3（25℃） 
分配係数（log Pow） 2.27（実測値）4) 水溶性 1.75×103 mg/L（25℃、実測値）5) 

急急急    性性性    毒毒毒    性性性    
 
 動物種 経路 致死量、中毒量等  
 マウス LD50 経口 369 mg/kg 6)  
 ラット LD50 経口 108 µL/kg 6)  
 マウス LC50 吸入 3,400 mg/m3（2hr）6)  
 ラット LCL0 吸入 500 ppm（3,015 mg/m3）(4hr) 6)  

 

中中中    ・・・    長長長    期期期    毒毒毒    性性性    

・ラットに 0、1、10、100、1,000 mg/Lの濃度で 13週間飲水投与した結果、100 mg/L以上の群
の雌及び 1,000 mg/L群の雄で飲水量の減少、1,000 mg/L群の雌雄で体重増加の抑制に有意差
を認めた。また、100 mg/L以上の群の雌及び 1,000 mg/L群の雄で肝臓及び腎臓相対重量の増
加がみられ、1,000 mg/L群ではこれらの臓器の組織で軽微な変性、肝臓の酵素活性の変化（血
清中コレステロール値の上昇、アミノピリンデメチラーゼ、アニリンヒドロキシラーゼの誘

導）がみられた 7) 。この結果から、NOAELは 10 mg/L（2 mg/kg/day）であった。 
・ラットに 0、8、16、32、63、125、250 mg/kg/dayを 17週間（5日/週）強制経口投与した結果、

250 mg/kg/day群の 20/20匹が 5週までに死亡し、125 mg/kg/day群でも 4/20匹が試験期間中に
死亡した。8 mg/kg/day 以上の群の雄及び 16 mg/kg/day 以上の群の雌で肝臓重量の増加、32 
mg/kg/day以上の群の雄及び 63 mg/kg/day以上の群の雌で腎臓重量の増加、63 mg/kg/day以上
の群の雄、125 mg/kg/day群の雌で体重増加の抑制に有意差を認めた。また、8 mg/kg/day以上
の群で偽コリンエステラーゼ活性の低下、16 mg/kg/day 以上の群でヘマトクリット値、ヘモ
グロビン、赤血球数の減少、63 mg/kg/day 以上の群で総ビリルビンの増加、尿素窒素、クレ
アチニンの減少、125 mg/kg/day群で GPT、アスパラギン酸アミノトランスフェラーゼ、ソル
ビトールデヒドロゲナーゼの活性の著明な上昇、125 mg/kg/day以上の群の肝臓で肝細胞壊死、
巨大核、胆管の過形成、腎臓で尿細管壊死、再生性過形成、巨大核、鼻腔で嗅上皮、呼吸上

皮の壊死や炎症の増加を認めた 8) 。この結果から、LOAELは 8 mg/kg/day（ばく露状況で補
正：5.7 mg/kg/day）であった。 

・ラットに 0、3、10、30 mg/kg/dayを 104週間（5日/週）強制経口投与した結果、10 mg/kg/day
以上の群の雌雄で生存率の有意な低下を認め、30 mg/kg/day 群では投与に関連した新生物に
よる死亡が多いため、雄は 76週、雌は 65週で屠殺された。3 mg/kg/day以上の群の雌雄で肝
臓重量の増加、3 mg/kg/day以上の群の雄及び 10 mg/kg/day以上の群の雌で腎臓重量の増加に
有意差を認め、30 mg/kg/day群の雄で試験期間を通した体重増加の抑制がみられた。また、3 
mg/kg/day以上の群の雌雄で前胃の基底細胞、扁平上皮の過形成、膵臓で腺房細胞過形成、10 
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mg/kg/day 以上の群の雄及び 30 mg/kg/day 群の雌で尿細管上皮過形成の発生率の有意な増加
を認めた 8, 9) 。この結果から、LOAELは 3 mg/kg/day（ばく露状況で補正：2.1 mg/kg/day）で
あった。 

・ラット、マウスに 0、80、240、780 mg/m3を 11日間のうち 9日間（6時間/日）吸入させた結
果、ラットでは 80 mg/m3以上の群で体重増加の抑制、780 mg/m3群で肝臓の絶対及び相対重

量の増加に有意差を認め、80 mg/m3以上の群で腹部の脂肪の減少、嗅粘膜の変性や炎症性の

変化、780 mg/m3群の鼻腔で線維形成がみられた。マウスでは 80 mg/m3以上の群で腹部の脂

肪減少、嗅粘膜の変性や炎症性の変化、780 mg/m3群で肝臓の絶対及び相対重量の有意な増加

を認めた 10) 。この結果から、LOAELは 80 mg/m3（ばく露状況で補正：16 mg/m3）であった。 
・ラット、マウスに 6、18、60 mg/m3を 11日間のうち 9日間（6時間/日）吸入させた結果、ラ
ットの 18 mg/m3以上の群、マウスの 60 mg/m3群で嗅上皮の厚さの減少、炎症性の変化がみら

れた。なお、ラット、マウスで全身性の影響はみられなかった 11) 。この結果から、NOAEL
はラットで 6 mg/m3（ばく露状況で補正：1.2 mg/m3）、マウスで 18 mg/m3（ばく露状況で補

正：3.7 mg/m3）であった。 
・ラットに 0、30、90、300 mg/m3を 13週間（6時間/日、5日/週）吸入させた結果、30 mg/m3

以上の群の雄及び 90 mg/m3以上の群の雌で肝臓重量の増加、30 mg/m3以上の群の主に雄で気

管支周囲リンパ過形成、雄で肝細胞の肥大、雌で脾臓の髄外造血、90 mg/m3以上の群の雌で

体重増加の抑制がみられた。また、ラットに 0、3、9 mg/m3を 13週間（6時間/日、5日/週）
吸入させた結果、3 mg/m3以上の群で流涙の増加などの粘膜の刺激徴候がみられたが、鼻腔の

組織にばく露に関連した影響はみられなかった 12) 。これらの結果から、LOAELは 30 mg/m3

（ばく露状況で補正：5.4 mg/m3）であった。 

生生生    殖殖殖・・・発発発    生生生    毒毒毒    性性性    

・ラットに 0、8、16、32、63、125、250 mg/kg/dayを 17週間（5日/週）強制経口投与した結果、
63 mg/kg/day 以上の群で精巣相対重量の有意な減少を認めたが、精巣、精巣上体の組織の変
性、精子数などへの影響はなかった 8, 13) 。この結果から、NOAELは 32 mg/kg/day（ばく露状
況で補正：23 mg/kg/day）であった。 

・マウスに 0、30、60、120 mg/kg/day を強制経口投与した二世代試験の結果、F0 世代の 120 
mg/kg/day群で肝臓重量の増加、腎臓重量の減少（雌のみ）、1ペアあたりの同腹仔数の減少、
一腹あたりの出生仔の生存数の減少に有意差を認め、卵巣重量や精巣上体重量の減少もみら

れた。F1世代では 30 mg/kg/day以上の群で発情周期の延長、60 mg/kg/day以上の群で肝臓重
量の増加、120 mg/kg/day群で妊娠率の低下に有意差を認めた。また、120 mg/kg/day群の雌を
対照群の雄と交尾させた結果、出生仔の生存数が減少したが、120 mg/kg/day群の雄と対照群
の雌を交尾させた場合には出生仔の生存数に影響はみられなかった。なお、出生仔に外表系

の奇形はみられなかった 14, 15) 。この結果から、LOAELは 30 mg/kg/dayであった。 
・ラットに 0、30、90 mg/m3を交尾前 10週から雄には交尾期間まで、雌には妊娠 14日目まで
（6時間/日、5日/週）吸入させた結果、90 mg/m3群で体重増加の有意な抑制を認め、30 mg/m3

以上の群の雌で交尾行動の減少がみられたが、生殖器官、妊娠率、出生仔への影響はなかっ

た。また、0、3、9 mg/m3の濃度で同様の試験を行った結果、母ラット及び出生仔にばく露に

関連した影響はなかった 12) 。これらの結果から、NOAELは親ラットで 30 mg/m3（ばく露状

況で補正：5.4 mg/m3）、仔で 90 mg/m3（ばく露状況で補正：16 mg/m3）であった。  

ヒヒヒ    トトト    へへへ    ののの    影影影    響響響    

・眼、気道を刺激し、眼に入ると発赤、痛み、皮膚に付くと乾燥、発赤、穿痛、経口摂取する
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と頭痛、吐き気、嘔吐、下痢、嗜眠、意識喪失、吸入すると咳、咽頭痛、頭痛、嗜眠、意識

喪失を生じる。肝臓、腎臓に影響を与え、機能障害を生じることがある。高濃度の場合、意

識を喪失することがある 16) 。 
・急性ばく露に伴う局所刺激及び呼吸器刺激が強く、経皮吸収がある。全身症状は中等度であ

る。慢性ばく露の場合も同様である 17) 。 
・ボランティア 12人（男性 6人、女性 6人）に 610 mg/m3を 15分間ばく露させた結果、多数
が眼及び咽喉の刺激を訴えたが、鼻腔の粘膜の刺激はなかった 18) 。 

発発発    ががが    んんん    性性性    

IARCの発がん性評価：2A 19) 

実験動物では発がん性が認められるものの、ヒトでの発がん性に関しては限られた証拠しか

ないため、IARCの評価では 2A（ヒトに対して恐らく発がん性が有る）に分類されている。 

許許許    容容容    濃濃濃    度度度    
 
 ACGIH 20) TLV-TWA 10 ppm (60 mg/m3)  
 日本産業衛生学会 －  
 

暫暫暫    定定定    無無無    毒毒毒    性性性    量量量    等等等    ののの    設設設    定定定    

 経口ばく露については、ラットの中・長期毒性試験から得られたLOAEL 3 mg/kg/day（肝臓
重量の増加、前胃、膵臓の過形成など）を採用し、ばく露状況で補正して 2.1 mg/kg/dayとし、
LOAELであることから 10で除した 0.21 mg/kg/dayを暫定無毒性量等に設定する。 
  吸入ばく露については、ラットの中・長期毒性試験から得られた LOAEL 30 mg/m3（肝臓重量

の増加、気管支周囲リンパ過形成など）を採用し、ばく露状況で補正して 5.4 mg/m3とし、LOAEL
であることから 10で除し、試験期間が短いことから 10で除した 0.054 mg/m3を暫定無毒性量等

に設定する。 
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